
様式３

学校番号

令和 6 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

・地域と共に協働し、地域社会の未来を牽引できる工業人を育成する学校：苅田町をはじめとした地元地域や企業、大学等と連携したものづくり教育を通して、地域を愛する気持ちや、工業人として地域社会の未来を牽引
していく人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

・新たなことを創造し、探究する力の育成
・地域産業を支えるものづくりの知識や技術の育成
・規範意識と自らの行動を律する力の育成

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

・進路実現に向けた資格取得と実体験を重視した教育活動の推進
・高度熟練者による実践的な実習の推進
・高大連携による専門性の高い学びの推進
・地域や地元企業と協働し、ものづくり事業の連携強化の推進

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

・ものづくりに興味や関心がある生徒
・工業の資格や検定取得、技術や知識を活かした仕事に就きたい生徒
・地域社会の発展に貢献するボランティア精神がある生徒

地域に開かれた魅力ある学校づくりとブランド化

・「ものづくり」を通した地域貢献事業の推進と創造力の育成を図る。
・地域・中学生・保護者への学校情報の積極的で効果的な発信を行う。
・地域のボランティア活動への積極的参加を推進する。
・地域連携を活かしたブランド化の構築を推進する。

　昨年の成果として、ものづくりを
通して培われた技術・技能を発揮
し、全国大会に出場したマイコン
カーラリー・レスリング部・陸上部・
情報科学部など、生徒主体の教育
活動が展開できるようになった。
　今年も、エコデンレースin苅田や
苅田町イルミネーション事業に代
表される地域との連携に加え、
「チーム苅工」としての教育活動を
さらに発展・充実させ、地域に開か
れた魅力ある学校づくりと本校の
ブランド化を図る。確かな学力を育
成するとともに、規範意識や危機
管理意識の向上による安全で安
心な学校づくり、５Sの徹底、行事
を通して育む豊かな心と思いやり
の精神など、工業人としての資質
の向上とコミュニケーション能力の
育成を図る。また、「社会に開かれ
た教育課程」の視点に立った地域
の人的・物的資源の活用など、社
会教育との連携を深めることでも
たらされる実体験を重視したキャリ
ア教育の推進を図る。

一人一人の人権が尊重される安全・安心な学校づくりの推進と思いやりの心の醸成

・危機管理マニュアル等の改善を図り、危機管理意識の向上と対応能力を高める。
・悩みやいじめの早期発見・早期対応による安心な学校環境づくりを推進する。
・人権・同和教育、薬物乱用防止教育及び命の教育を推進する。
・豊かな心の涵養を目指した学校行事等の充実を図る。

Ａ

「鍛ほめ福岡メソッド」を取り入れた主体的・対話的で深い学びの推進

・好奇心と創造力を喚起するＩＣＴ等を活用した学習活動の推進を図る。
・「ものづくり」への興味関心を育てる工業教育を推進する。
・新しい教育課程の円滑な実施と目標に準拠した観点別評価の定着を図る。
・朝読書と連動した授業規律の確立を図る。

自主自立・規範意識の向上・５S（整理・整頓・清潔・清掃・躾）の徹底

・「挨拶」「服装」「時間厳守」等、基本的生活習慣の確立を図る。
・積極的生徒指導により規範意識の向上を図る。
・部活動、生徒会活動等の活性化による自主・自立、母校愛と共同の精神の涵養を図る。
・５Ｓ徹底による工業人としての資質の向上とコミュニケーション能力の育成を図る。

キャリア教育の推進とグローバルな感覚をもった地域に根ざした人材の育成

・資格取得推進と進路マップによる進路意識の醸成を図る。
・インターンシップ等、「産業人材育成事業」を活用した体験教育の推進を図る。
・生徒自身の特性を活かせる進路希望の実現を図る。
・グローバルな感覚を育成するための教育活動を展開する。

福岡県立 苅田工業 高等学校

学校運営計画（４月）
学校運営方針 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標
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引き続き取り組みを充実させ
てほしい。

A

引き続き取り組みを充実させ
てほしい。

　既往症を把握し、スムーズな対応ができて
いる。規則正しい習慣を身につけさせる自立
心を養えるよう促し、生徒の実態を把握し、欠
席や遅刻を減らすようにしている。

　保健だよりを定期的に発行し、感染予防に
対応している。性と心の健康相談事業をとお
して多様性に配慮した取り組みを行ってい
る。

インターンシップ・工場見学アンケート：将来
の就職・進学の一助に繋げるためインターン
シップの希望制を導入し意欲的に取り組め成
果が上がったと言える。

キャリアガイダンスアンケケート：職業選択に
繋げるため興味関心のある希望企業のアン
ケートを取り進路実現に結び付いた。企業か
らも離職防止に今後も開催を期待された。

新入生ｱﾝｹｰﾄ：高校進学の参考にしたこと
は、体験入学が30%と一番多く、学校ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
やHPも10%を超えた。体験入学ｱﾝｹｰﾄ：進路
決定の参考になった生徒がほとんどだった。

　行事ごとに意見や改善点などを集約し、来
年度以降の参考にしたい。アンケート方法な
どを考え、多くの意見が出るように改善した
い。

　学びの質を向上させるため、研究授業を１９
回、公開授業を１４日間、一般公開を１日実
施できた。これにより、多くの教員が指導力を
磨くことができた。

　本年度は、９名の若年・中堅教員が基本研
修等で研修の機会を得た。そこで、授業はも
とより公教育の在り方等を再確認し、教員とし
ての資質向上が図れた。

　アンケートでは96％を超える生徒が集中し、
積極的に授業を受けることができている。出
席状況では、おおむね25％程度が出席皆勤
である。学校行事にも積極的である。

評価項目 具体的目標 評価（３月）

キャリア教育部
進路指導課

多様性に配慮した態度の育
成 A

A

キャリア意識の向上 A

A

具体的方策

ICTを活用して効果的な学習指導を工夫し、授業改善に繋げる。

生徒会・委員会活動・部活動
の活性化を図る A

生徒指導部
保健課

安全管理の徹底

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

ICTを利用して主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導をする。

教員相互間の研究授業、公開授業週間への参観を促し、学びの質を高めるための授業改善を推進する。

　全校生徒の９割近くが、ICTを活用した授業
に満足していることや定期考査に頼らない評
価や評定の方法などを理解していることが分
かった。

全校生徒の８割以上が、授業の中で自ら考
え・表現することができていることや教員が生
徒自身に合った指導を行っていることが分
かった。

　多くの授業において、教室のICT機器や一
人一台端末が活用されており、アンケートで
は８割以上の生徒が分かりやすいと回答して
いる。

　校務支援システムを活用して、成績や出欠
管理及び進路指導など、日頃の業務に有効
活用されている。

 身だしなみ指導を継続的に行い、「挨拶」「服
装」「時間厳守」の徹底を図っている。また、
毎月の学校生活アンケートの実施により、い
じめ早期発見に対応している。

教務部
教育情報課

ICT機器等を活用した学習活
動の推進 A

A

生徒指導部
生徒指導課

基本的生活習慣の確立を図
る A

A

校務支援システムの有効活
用 B

　生徒会役員の育成を行い、学校行事の充
実に努めている。部活動の活動状況を地域
や企業にＰＲしている。各種委員会を通じて
リーダーの育成に力を入れている。

校内ネットワーク環境の安定的な運用を図る。

他の分掌や科、学年と協力し校務支援システムを有効活用する。

各分掌で作成されたデータを、一元管理する環境を整備する。

校務支援システムを用いて、教育活動の効率化を図る。

身だしなみ指導を継続的に行う。

「挨拶」「服装」「時間厳守」等の徹底を図る。

毎月の学校生活アンケートを確実に行い、いじめ早期発見・対応を図る。

生徒会役員の育成を図り、学校行事の充実に努める。

部活の活動状況や生徒の頑張りを地域や企業にPRする。

各種委員会、リーダーの育成を行い他の生徒の模範となるよう自覚を促す。

公開講座の広報徹底と講座内容の充実を図る。

ICT機器の活用頻度をあげる。

効果的な若年者研修の企画・運営。

喫緊の課題に直結した職員研修の企画・運営。

キャリアアップ講座等の職員研修の積極的な紹介および参加への働きかけを図る。

授業規律を徹底し基礎学力の定着を図り、提出物や課題等の期限を厳守させる。

挨拶を励行するとともに、欠席・遅刻指導を徹底し、皆勤を目指す。

委員会等の役割を意識しながら学校行事に積極的に参加させる。

各種資格試験、適性検査や工場見学を活用し、将来について考えさせる。

適宜個人面談を実施し、生徒理解を深める。

適宜学年会議を行い、生徒の情報共有を図る。

　進路については40％弱の生徒が見通しをも
てていない状況である。生徒理解・情報共有
についてはある程度できている。学年会議が
あまり行えていない。

効果的な校内・校外研修の企
画・運営 B

A

A

　１学年ということもあってか、進路意識に課題が見られる。次年度にはイ
ンターンシップもあるため、段階的に生徒の進路に対する意識を高めてい
きたい。生徒の情報共有をより緊密にとりながら生徒指導に当たれるよう、
学年会議をルーティン化していきたい。

1学年

凡事徹底 A

進路希望の実現 A

企画・広報課

学校情報の積極的で効果的
な発信

A

研修課

学びの質を向上させるための
授業改善の推進

A

進路意識の育成と情報共有 B

学校行事等の円滑な企画運
営 B

企業・大学の情報共有を行いミスマッチのない進路選択を促す。

進路決定に向け基礎学力向上を目指し学年と連携する。

進学希望者への学力向上支援体制の強化を図る。

学校行事や部活動の大会報告等のＨＰの更新を迅速に行う。

学校案内、苅工新聞を作成し、幅広く学校をPRする。

中学校訪問、体験入学で学校について詳しく知ってもらうようにする。

各科や分掌との連携を図り、学校ポータルを活用する。

学校行事などを来年度円滑にできるように記録を残す。

１学期に避難訓練を計画、実施し、防災意識を高める。

教務部
教務課

授業規律の遵守・授業改善と工
業教育やものづくりへの興味関
心をもてる態度の育成

B

B
主体的・対話的で深い学びの
推進と主体的に学習に取り組
む態度の育成

B

　全校生徒の９割がICTを活用した授業を望んでいることやクロームブックを使用した
授業が理解しやすいと答えており、来年度以降もICT支援員と協力し教員に対しての
ICT活用機会の増加や活用方法の研修を行いたい。またアンケートを全体から学年別
にすることで細分化して分析が行えるようにしたい。

　全校生徒の８割以上が、授業の中で自ら考え・表現することができていることや先生
が自身に合った指導をしていると答えていることから、生徒は授業内容には概ね満足
していると考える。課題としてICTの活用において調べ学習の場面が多く、協働的な学
びの場面が少ないので研修を重ねながら協働的な学びを増やしていきたい。

定期考査に頼らない評価方法により、生徒を多面的に評価し、個性の伸長と学力向上を図る。

ICTを活用して「ものづくり」や工業教育における基礎学力の重要性を理解させる。

校務支援システムの効果的な活用を推進し、教職員が有意義な学習指導を行える体制を推進する。

　アンケートでは高い水準で好ましい結果となっているが、「できていない」
と答える生徒も一定数存在する。特に生徒の自主性に任せるところに課題
が見られるため、次年度は中堅学年として様々なことに挑戦させ、成長を
促すとともに、進路実現につなげていきたい。

　ICT支援員と連携してタブレット端末、校務支援システムの利
用・活用方法などの情報を提供していく。
　引き続き校内ネットワークの安定運用に努める。

　全職員がタブレット端末や校務支援システムの活用をできるよ
うに今後も引き続きICT研修を行っていく。また、他学校での活用
状況などを参考にしていく。

　身だしなみ指導については、各学年の規律係が丁寧に行い４
月当初に比べると良くなっている。「挨拶」「服装」「時間厳守」は
生徒自身も理解して取り組んでいる。毎月の学校生活アンケート
といじめアンケートは確実に行っている。

　生徒会役員の育成を図り、学校行事を活性化させている。地域
へのＰＲは、生徒会やインターアクトクラブが中心となり活動して
いる。

　既往症に関しては、丁寧にな対応ができている。規則正しい習
慣を身につけさせる自立心を養えるよう促してはいるものの、欠
席や遅刻、早退の減少には繋がっていない。来年度は、より生
徒一人一人が充実した学校生活を送れるよう努めていく。
　保健だよりを定期的に発行し、感染予防に早期対応に努めて
いる。性と心の健康相談事業をとおして多様性に配慮した取り組
みを行っているが、より積極的な外部機関との連携を図り、今後
の活動における環境を整えていく。

　企業・大学・卒業生などの招聘講話等を通し進路意識の向上とミスマッチ
のない進路選択に繋げる。また、キャリアガイダンス・インターンシップ・工
場見学・適職セミナーなどを希望制を実施し進路選択の一助とする。保護
者へも進路選択の理解を深めるため多くの事業への参加を呼び掛ける。

　基礎学力向上を目指し学年と模索し、ＳＰＩ対策や進学希望者には外部と
連携を取り現役合格を目指す。また、外部講師によるＧＤ・適性検査・公務
員対策を実施する。面接練習の強化と科を超えた指導の充実を図る。早
期より個人面談重ね、進路先決定に繋げ意識向上と対策に努める。

　HPの充実については、全職員の協力体制を整える必要がある。学校案
内・苅工新聞は昨年度より改善することができた。中学校訪問の時期を再
確認する。体験入学については開催時期の検討をする必要がある。アン
ケート結果を参考に時期や内容を充実させたい。

地元企業見学・インターンシップなどを通し就職の意識向上を図る。

企業・ＯＢ講話・適職セミナー・進路ガイダンスの招聘事業の実施。

オープンキャンパス・公務員ガイダンスへの参加と関係機関との連携。

　職員が時期や内容を把握できるように周知し、ｽﾑｰｽﾞﾞに実行するために
連絡や確認を行うﾀｲﾐﾝｸﾞを明確にして円滑に進むようにしていきたい。そ
のためにも今年度の書類やﾃﾞｰﾀを誰でも確認できるように保管する必要
がある。防災訓練は滞りなく実施し、Jｱﾗｰﾄ訓練の内容も掲示した。

　本校保護者を含め３８名の方が、一般公開の授業参観に来校された。そ
こで、本校の教育活動を紹介することができ、所期の目的を達成すること
ができた。しかし、校内の研究授業や研究協議への参加者が少ないことが
課題となった。この点は次年度の最優先課題として取り組んでいきたい。

　本年度は専門学校による教職員研修の参加者はいたが、福岡県教育セ
ンター主催のキャリアアップ講座の参加者はいなかった。これは本課の広
報不足が原因と考えられるので、今までの年度初めの広報から年度末の
説明・周知と変更し、教職員の研修に対する意識向上を図りたい。

A

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

B

一人一台端末の体制整備を進めて活用できるようにする。

職員・生徒全員がタブレットを授業等において有効活用を促す。

研究授業の充実と研究協議の活性化を図る。

深い学びとはどういうものか、
抽象的ではなく定義が定まら
ないといけない。

ＩＣＴの活用だけにどどまらず
に深い学びの学習活動に繋
げて欲しい。

A

A

４６社参加のキャリアガイダン
スは良い取り組みだと思いま
す。来年も是非、実施をお願
いします。

A

売店で弁当を販売しているこ
となど知らないことがありま
す。もっと学校情報を効果的
に発信して、苅工の良さをたく
さん伝えて欲しい。

A

生徒は、落ち着いて授業に参
加していた。校外の研修等を
活用して課題の深い学びの
定義や主体的学びに近づい
て欲しい。

A

自転車マナーなど良くなった
という声が聞かれる。科と生
徒会の連携があったらリー
ダー育成の指導に活かせる
のではないか。

A

既往症を把握し、スムーズな対応ができるようする。

生徒の実態を教員間でも把握することで、欠席や遅刻等を減らすように促す。

規則正しい習慣を身に付けさせ、自立心を養えるよう促す。

保健だよりを定期的に発行し、感染症等の早期対応の指導を行う。

性と心の健康相談事業を通して、多様性に配慮できるよう理解させる。

様々な外部機関があることを再認識させ、報連相をしやすい環境作りの強化を図る。
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様式３

B

B

A

B

A

B

B

B

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

A

A

A

B

B

A

A

A

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

引き続き取り組みを充実させ
てほしい。A

引き続き取り組みを充実させ
てほしい。A

A

資格取得はモチベーションに
なるので良いと思う。資格取
得の科の枠を広げたらどう
か、どの科でも取得できる体
制ができると目標の資格取得
推進につながるのではない
か。

電気科

資格取得による専門知識の向上と実践的な
技術を習得したグローバルに活躍できる中
堅電気技術者の育成を目指す

電気の基礎基本を学ばせるとともに、実践的な技術を身に付けた中堅電気技術者の育成を目指す。

多くの資格取得等を通じて、進路意識の高揚と自己実現を目指す。

生徒全員が第２種電気工事士の取得を目指して、学習活動を展開していく。

安全教育の徹底と地域との
連携を深める活動の推進

５Ｓを徹底し、安全管理意識の向上を目指す。

高大連携や地域電気工事組合との連携によるものづくり技術の伝承を図る。

地域に密着した活動（エコデンレース等）を推進し、連携を深める。

ものづくりコンテストや各種大会に挑戦することで、実践力を養う。

B
資格取得等を通じて、進路意識の高揚と自己実現を目指す。

グローバルに活躍できる技術者を育成する。

基礎的な学力、技術・技能の向上を図る。

半導体人材育成事業等を通じて、実践的な技術を高める。

「ものづくり」を通して、地域貢献に取り組む。

A

A

A

　５Sの徹底と安全指導の充実を図る。京築電気工事組合と連携
し、安全や作業実践等により、実際の電気工事の技術技能を身
に付けさせ、将来の地域人材を育成する。地域や中学校に電気
科のものづくり等で情報を発信し、地域に貢献する。

　京築電気工事協同組合との交流会を行う
事ができ、実際の作業見学と高所作業体験
を実施でき、地域産業との連携をすることが
できた。

　ものづくり教室は対象となる年齢の幅が広く、対応が難しい面
があるので検討したい。
電気的な要素を取り入れた実習内容の見直しを行いたい。

希望進路の実現

目標の設定・計画、そして結果をリフレクションさせる。

基本的生活習慣を身に付けさせ、出席皆勤を目指す。

主体性を発揮しやすい環境を作り、自発的に行動させる。

ものづくりの技術の向上と資
格取得の奨励、安全教育の
徹底

５Ｓを徹底し、安全管理意識の向上を目指す。

　社会人基礎力を自己評価するアンケートで
は、約７割がポジティブな回答であった。出席
皆勤の割合は47％と過半数を下回った。

　いじめアンケートで対応が必要とされるケー
スでは100％早期対応をしているが、未然防
止という観点では取り組めていない。

　１００％の生徒が安心、安全に学校生活を
送れている。学校行事にもリーダー学年とし
て積極的に取り組んでいた。

　学校外でのものづくり教室に参加する職員の負担軽減を行う
必要がある。
ものづくり教室参加者の本校入学への検証を行いたい。

　ものづくりコンテストやＷＲＯ等の各種大会においては、本年度
も十分な成果を上げることができ、生徒に実践的な力を身につけ
させることができた。

　ものづくりコンテストやロボットコンテストなど
で成果を出すことができ、生徒に顕著な成長
が見られた。

A
　企業から高度熟練者を講師として派遣して
頂き指導していただいた。「ものづくりLABO」
等の活動をとおして、地域に貢献することが
できた。

B

B

A

　学年アンケートの結果より進路意識の向上は一定数見られる
が、出席皆勤の割合からも分かるように、２極化している。来年
度は学年だけではなく他分掌からの情報共有も視野に入れ、生
徒全員の進路を保障したい。
　いじめの早期発見・早期対応はスムーズに行うことが出来た
が、いじめの未然防止を行うことが出来なかった。個人面談や学
年会議の回数を増やし、生徒の些細な変化に気付く機会を確保
しなければならない。

　挨拶、頭髪指導など徹底した指導が出来た。アルバイトや問題
行動等違反見逃し０も徹底して行うことが出来た。次年度は進路
決定後の学校生活の徹底を行って行きたい。

　進路意識を早い段階から持たせることによって個々に合った指導が行え
た。校内企業ガイダンスでは話しを聞いた企業に内定するなど一定の効果
があった。生徒の進路に関する情報共有を緊密に取ることが出来て学年
一丸となり進路指導にあたることが出来た。

　もの作りコンテストや匠に学ぶなどに参加
し、生徒の技術向上につながった。
　大きなケガもなく終えることが出来た。

　苅工祭や苅田町の行事でものづくり教室を
行った。
　小倉駅で開催された、モノづくりフェスin小
倉に参加した。

　次年度も引き続き多くの生徒が資格取得できるように担任・科
が連携して声掛けや補習等を行っていきたい。また、より生徒に
対する効果的な指導体制を構築していくとともに、担任・科が生
徒の情報を共有しやすいようにしていきたい。

A

A

A

A

　卒業までに、少なくとも第二種電気工事士の全員取得を目指す
とともに、２級電気工事施工管理技士、電験３種等の上位資格を
目指し、ジュニアマイスターを取得させる。また、新しい実習装置
を使った内容で、実習内容を新しく組み入れる.

　ものづくりコンテスト電気工事部門県大会3
位入賞や第１種電気工事士１４名合格、第２
種電気工事士２７名合格などで成果を出すこ
とができ、進路意識の高揚を計ることができ
た。

2学年

社会人基礎力の育成 B

機械科

3学年

社会人基礎力３つの能力の
育成 B

A

安心安全な学級経営

学校生活アンケートを有効活用し、不登校を未然に防止する。

いじめアンケートを有効活用し、いじめを早期に発見する。

定期的に学年会議を行い、情報を共有し複数人で課題を解決する。

「挨拶」「服装」「時間厳守」等、基本的生活習慣の確立を図る。

主体性、発信力、創造力を養うために行事などで自発的に行動させる。

ＨＲの時間を活用し、積極的生徒指導により規範意識の向上を図る。

早い段階から履歴書を活用して資格試験の意欲向上や進路への意識を向上させる。

個人面談を通じて、希望進路の実現を図る。

進路ガイダンスや進路学習を行い、将来について考えさせる。

　進路については就職希望者１００％の生徒
が内定した。公務員希望者合格等個々に
合った指導が出来た。

今後も地域で活躍する人材を育ててもらいたい。

地域に根付いた情報及び電
気・電子系技術者の育成 A

学校関係者評価

・ＩＣＴ活用力向上に取り組み、深い学びの実現に向けた授業改善を行う。

・交通安全指導を充実して事故防止に努めるとともに、生徒のマナーアップにつなげる。

・就職だけでなく公務員や大学進学等幅広い進路指導体制を構築させる。

・地元企業、小学校、中学校、大学との連携をさらに深め、地域から信頼される学校づくりを行う。

・学びを中心とした学校生活を送らせるために各学科・学年が情報交換を密にするとともに、一つの方針の下に生徒の育成を行っていく。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

地域や産業界に必要とされる
中堅技術者の育成 A

情報技術科

基礎的な技術・技能の向上及
び進路実現できる資質向上

危険を予知し、不安全行動を防止することで事故を防ぐ

各種の競技大会に参加することで、より高いレベルの技術・技能を身に付けさせる。

ものづくり教室や出前授業などを積極的に行い、地域に開かれた科を目指す。

実践的教育活動を充実させ、産業界に必要とされる中堅技術者の育成を目指す。

体験入学やものづくり教室などで、ものづくりの楽しさを知ってもらう。
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